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2008

　B&G 海洋センタープールで水中運動会があり、町
内の子どもたちが、全国の子どもたちとユニークな種
目で競い合いました。「やっぱり水は気持ちよか～」

（関連記事は P.5）



郷土の伝統を継承
　幣串では、毎年８月８日

に青年団や中学生を中心に

棒 踊 り が 踊 ら れ て き ま し

た。しかし、今年は郷土に

伝承されてきた棒踊りを後

生に伝えていくために、ま

た、ふるさとを愛する心情

を子どもたちに培っていく

ために、幣串小学校の児童

も青年団員と一緒に練習を

重ね、棒踊りを奉納しまし

た。

　さらに、当日は、御八日

踊りの由来や歴史について

児童たちが調べ、紙芝居に

まとめて、地区民を前に発

表しました。

　地区民たちは「ふるさと

について知る良い活動をし

ていますね」と感心してい

いる様子でした。

を
攻
め
滅
ぼ
し
、
島
津
領
と
し
ま

し
た
が
、
甥
の
出
水
領
主
島
津
義

虎
に
同
年
旧
７
月
８
日
、
出
水
城

で
謀
殺
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
島
全
土
に
悪
疫
が
流
行
し
た
の

で
、
島
民
は
こ
れ
を
忠
兼
の
た
た

り
と
し
て
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た

め
に
、
若
宮
神
社
に
忠
兼
の
御
霊

を
祀
り
、
毎
年
旧
暦
７
月
８
日
に

大
祭
を
し
て
、
踊
り
を
奉
納
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
た
ち
が
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

勇
壮
な
鉦
踊
り
を
披
露
。
観
覧
に

訪
れ
た
地
区
民
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

御
八
日
踊
り
は
、
１
５
６
５
年

３
月
、
野
田
領
主
島
津
忠
兼
が
、

城
川
内
の
堂
崎
城
主
天
草
越
前
正

　

長
島
町
の
伝
統
行
事
、
御
八
日

踊
り
が
８
月
８
日
、
町
内
の
神
社

や
集
落
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
各
地

区
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
鉦
踊
り
や

棒
踊
り
、
種
子
島
楽
な
ど
多
彩
な

踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

汐
見
の
若
宮
神
社
で
は
、
踊
り

御八日踊り

多彩な踊りで悪疫退散

①

②③

④

⑤

⑥⑦

⑧
紙芝居で由来や歴史を発表する児童たち

写真の踊り子
①汐見エプロン会　②浦底青年団　③川床四公連
④塩追の中学生から一般　⑤汐見小学校
⑥鷹巣鉦踊り保存会　⑦蔵之元郷土芸能伝承部会
⑧山門野の小・中学生
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第
３
回
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆

Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
８
月
24
日
、

指
宿
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島
の
３
県

か
ら
剣
道
、
水
泳
、
カ
ヌ
ー
の
各

競
技
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
大
会
の

上
位
３
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
、
本
町
か
ら
カ
ヌ

ー
競
技
の
小
学
生
の
部
に
４
人
、

中
学
生
の
部
に
２
人
が
出
場
し
、

昨
年
に
続
き
、
小
学
生
男
子
と
中

学
生
男
子
の
部
で
優
勝
を
獲
得
し

ま
し
た
。
関
裕
也
君
は
、
第
１
回

大
会
か
ら
連
続
３
回
目
の
優
勝
で

す
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
カ
ヌ
ー
競
技

（
２
０
０
㍍
タ
イ
ム
レ
ー
ス
）

小
学
生
男
子

１
位　

岩
﨑
貴
浩
（
蔵
小
６
年
）

１
分
34
秒
50

２
位　

築
地
瑠
偉
（
蔵
小
５
年
）

１
分
36
秒
60

３
位　

大
堂
盛
満
（
蔵
小
６
年
）

１
分
41
秒
47

小
学
生
女
子

２
位　

下
塩
見
明
日
香
（
蔵
小
５
年
）

１
分
44
秒
67

中
学
生
男
子

１
位　

関　

裕
也
（
長
中
２
年
）

１
分
21
秒
97

２
位　

冷
水
利
也
（
長
中
２
年
）

１
分
24
秒
34

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
本

町
を
は
じ
め
、
全
国
の
プ
ー
ル
で

８
月
６
日
、
泳
げ
な
く
て
も
楽
し

め
る
水
中
運
動
会
「
ア
ク
ア
キ
ッ

ズ
フ
ェ
ス
２
０
０
８
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
水
を
使
っ
た
運

動
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
考
案

さ
れ
た
水
中
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

競
技
で
、
全
国
50
カ
所
の
セ
ン

タ
ー
、
２
８
４
チ
ー
ム
１
１
３
６

人
が
参
加
。
本
町
か
ら
は
３
チ
ー

ム
12
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
「
水
中
４
人
５
脚
」
や

浮
き
輪
に
お
尻
を
入
れ
て
手
で
漕

ぐ
リ
レ
ー
「
浮
き
輪
で
Ｇ
Ｏ
」、

キ
ャ
ッ
プ
と
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し

て
バ
ト
ン
代
わ
り
に
リ
レ
ー
す

る
「
着
衣
＆
お
着
替
え
１
０
０
㍍

リ
レ
ー
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
５
種

目
。
す
べ
て
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し

た
。

　

城
川
内
小
６
年
の
竹
之
内
優
太

君
は
「
初
め
て
参
加
し
た
。
水
中

玉
入
れ
が
難
し
く
、
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

全
国
で
水
中
競
技
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス

カ
ヌ
ー
２
０
０
M

小
・
中
学
生
男
子
制
覇

関

君

は
３

連

覇

ピンポン玉を籠に入れる水中玉入れ

ボールに触れずに前へ進むノータッチボール

ゴール目指して懸命に漕ぐ選手

本町から出場した選手たち

第３回南九州ブロック
B&G スポーツ大会

ア
ク
ア
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
２
０
０
８

　

８
月
11
日
、
第
23
回
カ
ヌ
ー
長

島
海
峡
横
断
大
会
が
開
催
さ
れ
、

熊
本
県
天
草
市
の
牛
深
港
と
蔵
之

元
港
間
の
長
島
海
峡
８
㌔
に
カ

ヌ
ー
で
挑
み
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
小
・
中
学
生

な
ど
52
人
が
参
加
す
る
予
定
で
10

日
間
の
練
習
を
積
ん
で
き
ま
し
た

が
、
当
日
は
南
風
が
吹
く
微
妙
な

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
体
力

の
あ
る
中
学
生
や
高
校
生
、
指
導

者
の
計
26
人
だ
け
の
出
艇
と
な
り

ま
し
た
。

　

蔵
之
元
港
で
開
会
式
が
行
わ
れ

た
後
、
選
手
た
ち
は
フ
ェ
リ
ー
で

牛
深
港
へ
渡
り
、
中
学
生
以
上
が

カ
ヌ
ー
に
乗
り
込
ん
で
、
花
火
の

合
図
と
と
も
に
隊
列
を
整
え
て
出

発
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
で
カ
ヌ
ー
に

乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
小
学

生
た
ち
は
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
先

輩
た
ち
に
一
生
懸
命
声
援
を
送
り

ま
し
た
。

　

出
艇
し
た
選
手
た
ち
は
、
南
か

ら
の
風
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

指
江
・
城
川
内
方
面
へ
向
か
っ
て

前
進
し
て
い
き
ま
し
た
。
順
調
に

蔵
之
元
港
を
目
指
し
て
い
る
か
の

よ
う
で
し
た
が
、
中
間
点
付
近
に

さ
し
か
か
る
と
高
波
が
押
し
寄
せ

る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
以
上
の
航

行
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
。
今
大

会
は
、
残
念
な
が
ら
途
中
中
断
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
が
２
回
目
の
参
加
だ
っ
た

長
島
中
１
年
の
門
元
光
生
君
（
蔵

之
元
）
は
「
波
が
高
く
前
回
よ
り

き
つ
か
っ
た
。
最
後
ま
で
漕
い
で

ゴ
ー
ル
し
た
か
っ
た
」
と
悔
し
そ

う
で
し
た
。

元気に牛深港を出港する選手たち

風
車
が
並
ぶ
長
島
を
目
指
す
選
手
た
ち

無
念
の
途
中
中
断
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Fireman

町
で
は
平
成
20
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く

じ
助
成
事
業
）
で
、
町
内
18
の
自

治
公
民
館
の
計
33
カ
所
に
防
犯
灯

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
周

囲
か
ら
の
見
通
し
を
良
く
し
、
地

域
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

町
民
を
交
通
事
故
等
か
ら
守
る

防
犯
灯
整
備
の
費
用
は
、
宝
く
じ

の
収
益
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）

町内 33 カ所に防犯灯設置

平尾中南に設置された防犯灯

第
48
回
九
州
地
区
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
熊
本
大
会
が
８

月
２
日
、
３
日
の
２
日
間
、
熊
本

市
民
会
館
で
開
か
れ
、
小
森
れ
い

三
和
商
船
株
式
会
社

が
運
航
し
て
い
る

蔵
之
元
‐
牛
深
航
路
の
運

航
ダ
イ
ヤ
が
９
月
１
日
か

ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
燃
油
高
騰
や

利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、

健
全
な
航
路
運
営
を
進
め

る
た
め
の
改
正
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
「
天
長
丸
」
と
「
第

二
天
長
丸
」
の
２
隻
で
運

航
し
て
い
た
フ
ェ
リ
ー
が

「
第
二
天
長
丸
」
１
隻
と

な
り
ま
す
。

　

８
月
31
日
に
「
天
長

丸
」
の
最
後
の
出
港
を
見

送
っ
た
大
堂
道
子
さ
ん

（
蔵
之
元
）
は
「
寂
し
い

で
す
。
お
客
さ
ん
の
待
ち

時
間
が
長
く
な
っ
た
り
、

連
休
中
な
ど
に
積
み
残
し

が
出
た
り
す
る
の
で
は
な

い
か
心
配
で
す
」
と
減
便

を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
運
航
ダ
イ
ヤ
は

次
の
と
お
り
で
す
。

九州地区手をつなぐ育成会熊本大会

障害者の福祉の向上に貢献

蔵之元 - 牛深航路　　　　９月１日ダイヤ改正

便 牛深港発 蔵之元港発
１   6：40   7：20
２   8：00   8：40
３   9：20 10：00
４ 10：40 11：20
５ 12：00 12：40
６ 13：20 14：00
７ 14：40 15：20
８ 16：00 16：40
９ 17：20 18：00
10 18：40 19：20

フェリー２隻から１隻運航へ

子
さ
ん
（
唐
隈
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
森
さ
ん
は
、
長
年
に

わ
た
り
障
害
者
の
福
祉
の

向
上
に
理
解
を
示
し
、
組

織
の
充
実
と
会
員
の
融
和

等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た

小
森
さ
ん
は
「
地
道
に
し

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

分遣所再編がスタート

万が一に備えて訓練を

福ノ浦班が県大会３位入賞
　

鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
８
月
６

日
、
阿
久
根
市
総
合
運
動
公
園
駐

車
場
で
あ
り
、
本
町
か
ら
出
場
し

た
蔵
之
元
分
団
は
ポ
ン
プ
車
の
部

で
３
位
入
賞
、
浦
底
分
団
福
ノ
浦

班
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
、
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

　

福
ノ
浦
班
は
、
出
水
支
部
の
代

表
と
し
て
８
月
28
日
に
日
置
市
の

消
防
学
校
で
開
か
れ
た
県
大
会
へ

進
み
、
堂
々
の
３
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
の
本
町

２
つ
の
分
遣
所
再
編
セ
レ
モ
ニ
ー

が
８
月
１
日
、
東
分
遣
所
で
あ
り

ま
し
た
。

　

時
代
と
と
も
に
多
様
化
す
る
緊

急
要
請
に
即
応
で
き
る
組
織
体
制

の
見
直
し
を
図
る
た
め
に
再
編
さ

れ
た
分
遣
所
。
１
１
９
番
通
報
の

受
信
の
一
本
化
や
平
尾
、
田
尻
地

区
の
管
轄
区
域
の
見
直
し
、
防
災

無
線
の
一
括
運
用
な
ど
が
新
た
な

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
関
係
者
が

見
守
る
な
か
、
分
遣
所
職
員
が

１
１
９
番
通
報
を
受
信
し
た
あ
と

の
指
令
方
法
や
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
入
力
す
る
と
地
図
が
表
示
さ

れ
る
検
索
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

北
薩
森
林
組
合
長
島
支
所
が
指

定
管
理
者
指
定
を
受
け
て
運
営
し

て
い
る
、
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン

タ
ー
で
８
月
12
日
、
管
理
者
指
定

後
初
の
防
災
訓
練
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
同
支
所
職
員
と
消

防
隊
員
、
救
急
隊
員
が
参
加
。
放

水
、
救
急
な
ど
火
災
時
の
動
作
確

認
や
２
階
か
ら
は
し
ご
を
使
っ
て

逃
げ
遅
れ
た
人
を
救
助
す
る
、
避

難
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
北
村
昭
光
分

遣
所
職
員
は
「
要
請
が
あ
れ
ば
協

力
で
き
る
の
で
、
他
の
施
設
で
も

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
実
施
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表彰された小森さん
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

育
成
会
の
会
員
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
喜
び
な
が
ら
も
、

会
員
募
集
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

８月 31 日が最後の運航となった 「天長丸」

出水支部大会で本番に挑む浦底分団福ノ浦班

訓練で消防隊と救急隊が迅速に行動

地図検索システムを操作する分遣所職員
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旧
長
島
町
の
区
域

　

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業

を
推
進
し
、
町
が
設
置
・
管
理
し

ま
す
。

○
個
人
負
担

　

浄
化
槽
の
規
模
に
対
し
て
定
額

の
負
担
を
分
担
金
と
し
て
工
事
完

了
後
に
役
場
に
納
付
し
ま
す
。

　

申
請
さ
れ
た
浄
化
槽
工
事
は
役

場
で
発
注
し
ま
す
。

○
月
々
の
使
用
料

　

浄
化
槽
設
置
後
は
、
保
守
点
検

や
清
掃
、
法
定
検
査
等
の
維
持
管

理
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
を

町
が
実
施
し
ま
す
。

　

維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は
、

浄
化
槽
使
用
料
と
し
て
毎
月
役
場

に
納
入
（
口
座
振
替
も
可
）
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
稲
わ
ら
基
準
価

格
に
つ
い
て
、
肉
用
牛
振
興
協
議

会
出
水
支
部
で
協
議
し
た
結
果
、

次
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
産
稲
わ
ら
価
格

○
掛
け
干
し
さ
れ
た
稲
わ
ら
＝
10

　
㌃
当
た
り
９
０
０
０
円

○
コ
ン
バ
イ
ン
で
切
り
落
と
し
た

　

稲
わ
ら
＝
10
㌃
当
た
り
４
５
０

　

０
円

規
格
お
よ
び
条
件

①
十
分
に
乾
燥
さ
せ
、
長
期
保
存

　

に
耐
え
ら
れ
る
も
の

②
車
両
が
隣
接
可
能
な
場
所
に
集

人槽区分 工事分担金（１回限り）

  ５人槽 170,000 円　

  ７人槽 200,000 円　

10 人槽 250,000 円　

人槽区分 毎月の使用料

  ５人槽 3,360 円　

  ７人槽 3,990 円　

10 人槽 4,930 円　

旧
東
町
の
区
域

　

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
を
推
進

し
、
個
人
が
設
置
・
管
理
し
ま
す
。

　

設
置
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い

て
、浄
化
槽
の
規
模
と
事
業
費（
工

事
費
用
）
に
応
じ
て
町
か
ら
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　

工
事
費
用
は
個
人
（
設
置
者
）

が
施
工
業
者
に
支
払
い
ま
す
。

◎
工
事
費
用
か
ら
補
助
金
を
差
し

引
い
た
個
人
負
担
に
つ
い
て
は
、

旧
長
島
町
区
域
の
工
事
分
担
金
と

同
額
で
す
。
た
だ
し
、
工
事
費
用

が
補
助
基
準
額
を
超
え
る
場
合

は
、
個
人
負
担
が
そ
の
分
増
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
設
置
希
望
者
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
水
道
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１　

内
線
２

　

１
３
２

　
町
で
は
、「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
を
水
洗
に
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
台
所
や
洗
濯
、
お
風
呂
な
ど
か
ら
出
る
排

水
を
す
べ
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
自
然
に
返
し
て
く
れ
ま
す
。
本
町
は
、
こ
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
・
管
理
方
法
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

積
し
て
あ
る
こ
と

③
雨
天
の
場
合
、
稲
わ
ら
が
濡
れ

　

な
い
よ
う
に
稲
作
農
家
が
ビ
ニ

　

ー
ル
シ
ー
ト
等
を
か
け
る
こ
と

稲
わ
ら
と
堆
肥
を
交
換
す
る
場
合

の
堆
肥
の
量

○
10
㌃
当
た
り
＝
２
㌧
車
一
台
分

　
《
堆
肥
は
十
分
に
発
酵
さ
せ
た

　

完
熟
（
良
質
）
堆
肥
と
す
る
》

　

こ
れ
ら
の
条
件
に
適
合
し
な
い

場
合
は
、
両
者
で
協
議
の
う
え
、

決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
農
林
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１　

内
線
２

　

１
４
４

使
っ
た
水
は
き
れ
い
に
し
て
自
然
へ
返
そ
う

稲わらの取引基準決まる

Ｑ
節
電
の
き
っ
か
け
は
？

Ａ
よ
そ
の
家
よ
り
電
気
代
が
高
い

と
知
り
、
社
会
的
な
省
エ
ネ
と
い

う
流
れ
も
受
け
、
何
か
を
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

Ｑ
節
電
で
ど
ん
な
効
果
が
あ
り
ま

し
た
か
？

Ａ
こ
れ
ま
で
、
テ
レ
ビ
は
見
て
い

な
く
て
も
つ
け
っ
放
し
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
見
る
時
間
を
決

め
、
同
じ
ニ
ュ
ー
ス
を
何
度
も
見

な
い
よ
う
に
し
た
ら
、
テ
レ
ビ
を

あ
ま
り
見
な
く
な
り
ま
し
た
。「
や

れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
エ
ア
コ

ン
や
除
湿
機
な
ど
の
節
約
で
、
こ

れ
ま
で
の
電
気
代
が
約
半
分
に
な

り
ま
し
た
。

Ｑ
お
す
す
め
の
節
約
法
は
？

Ａ
毎
日
、
メ
ー
タ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
数
を
確

認
す
る
こ
と
で
、
一
日
の
使
用
量

が
分
か
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
が

　

人
間
活
動
の
拡
大
で
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
濃
度
が
増
加
し
、
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
青
い
海

と
緑
の
大
地
、
そ
し
て
大
気
を
守
る
た
め
に
、
節
電
で
二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
ま
し
ょ
う
。

　

節
電
は
、
一
人
で
は
な
か
な
か
や
る
気
が
起
き
な
い
。 

何
を
す
れ
ば
良
い
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
や
り

始
め
た
け
ど
途
中
で
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。
な
ど
・
・
・
。
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
た
め
に
は
、
ち
っ
ぽ

け
で
も
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、 

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
同
じ
で
、
な
か

な
か
う
ま
く
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
節
電
に
取
り
組
む
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

上
っ
た
日
は
、
何
が
原
因
な
の
か

究
明
で
き
ま
す
。
領
収
書
を
毎
月

見
比
べ
、
使
用
量
が
減
っ
て
い
く

の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
節
約
法
で
感
じ
た
こ
と
は
？

Ａ
無
理
や
我
慢
を
し
す
ぎ
な
い
こ

と
で
す
。
こ
ま
め
に
消
す
心
が
身

に
つ
け
ば
、
節
約
で
き
る
も
の
に

気
づ
き
ま
す
。
今
の
生
活
を
変
え

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
不
便

な
こ
と
に
慣
れ
る
こ
と
が
必
要
。

家
族
の
協
力
も
大
切
で
す
。

毎
日
メ
ー
タ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ　
　

平
尾
中
南　
　

清
原　

郁
美
さ
ん

ECOChallenge
エコチャレンジ

　あきびんは、細かく砕かれて再びガラスびん
として生まれ変わります。しかし、異物が混ざっ
ていると、新しくつくるびんの強度が低下しま
す。リサイクルに出すときには、異物をいっしょ
に混ぜないでください。

あきびんはルールを守って
きちんと出そう

③
中
を
水
で
す
す
ぐ

　

中
身
が
残
っ
て
い
る

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程

で
不
衛
生
。
ラ
ベ
ル
は
、

は
が
さ
な
く
て
良
い

②
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
す

　

キ
ャ
ッ
プ
は
「
燃
え

る
ご
み
」「
燃
え
な
い

ご
み
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
」
に
分
け
る

①
３
種
類
に
分
け
る

※
飲
料
用
と
化
粧
品
の

び
ん
が
対
象

・
茶
色
び
ん

・
無
色
透
明
び
ん

・
そ
の
他
の
色
び
ん

●
廃
品
回
収
へ

　

焼
酎
や
ビ
ー
ル
び
ん

な
ど
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
廃
品

回
収
に
協
力
を
。
廃
品

回
収
が
無
い
集
落
は
、

生
き
び
ん
と
し
て
出
す

●
燃
え
な
い
ご
み
へ

　

ナ
ベ
・
皿
な
ど
の
耐

熱
ガ
ラ
ス
製
品
や
茶

碗
・
湯
の
み
な
ど
の
陶

磁
器
類
、
コ
ッ
プ
な
ど

の
ガ
ラ
ス
製
食
器
、
油

び
ん
、
農
薬
び
ん
、
割

れ
た
蛍
光
灯
・
電
球
な

ど
は
、
混
ぜ
ず
に
燃
え

な
い
ご
み
へ
出
す

←燃えないごみ

分別法の紹介

その他   　無色　 茶色

↑
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

ながしま 8広報Town_Nagashima  Public  Relations9



INFORMATION

10
月
１
日

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
実
施

　

10
月
１
日
、
５
年
に
一
度
の
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

こ
の
調
査
は
全
国
の
約
３
５
０

万
世
帯
が
対
象
と
な
る
、
住
宅
・

土
地
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
調

査
で
す
。
知
事
が
任
命
し
た
調
査

員
が
調
査
票
を
持
っ
て
対
象
者
の

お
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票

へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
の
内
容
を
統
計
の
作
成
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
企
画
財

　

政
課
広
報
統
計
係　

℡
（
86
）

　

１
１
１
１

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で

は
、
よ
り
多
く
の
か
た
が
た
に
本

組
合
が
行
っ
て
い
る
業
務
内
容
な

ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

平
成
20
年
度
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

組
合
が
管
理
す
る
各
施
設
の
紹

介
や
利
用
案
内
、
介
護
認
定
審
査

な
ど
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
＝

　

http//w
w

w
.ab.auone.net.jp/

　

~hokusatu/

罹
災
証
明
の
発
行

　

落
雷
や
水
害
な
ど
の
自
然
災
害

に
よ
り
不
幸
に
し
て
罹り
さ
い災
さ
れ
た

場
合
、
保
険
の
申
請
な
ど
に
罹
災

証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
旧
東
町
で
は
東
分

遣
所
で
行
っ
て
い
た
証
明
業
務
を

町
民
福
祉
課
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
旧
長
島
町
で
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
総
合
管
理
課
で
行
い
ま

す
。
災
害
に
遭
わ
れ
、
証
明
書
が

必
要
な
か
た
は
、
町
民
福
祉
課
ま

た
は
総
合
管
理
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
総
務
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証

更
新
・
失
効
講
習

　

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
の
更

新
・
失
効
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

・
期
日
＝
10
月
11
（
土
）

・
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～

・
講
習
時
間
＝
午
後
２
時
～

・
場
所
＝
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン

　

タ
ー
３
階
大
会
議
室

・
対
象
＝
《
更
新
》
有
効
期
限
が

　

平
成
20
年
10
月
14
日
～
平
成

　

21
年
10
月
13
日
の
免
許
証

　
《
失
効
》
有
効
期
限
が
平
成
20

　

年
10
月
13
日
以
前
の
免
許
証

・
当
日
持
参
＝
免
許
証　

認
印　

　

料
金

・
料
金
＝
《
更
新
》
９
０
０
０
円

　
《
失
効
》
１
万
５
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
入
枝
海
事
事

　

務
所　

℡
０
９
９
（
２
８
１
）
７

　

７
５
３

労
働
保
険
の
加
入

　

労
働
保
険
（
雇
用
保
険
・
労
災

保
険
）
は
、政
府
管
掌
の
保
険
で
、

原
則
と
し
て
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
法

人
、
個
人
に
関
わ
ら
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
、
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
は
、
毎
年
10
月
を
「
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
未
手

続
事
務
所
に
対
す
る
加
入
促
進
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
に
関
す
る
相
談
・

問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
労
働

基
準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

ほ
か
、
社
会
保
険
労
務
士
、
労
働

保
険
事
務
組
合
（
商
工
会
等
）
な

ど
で
承
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
出
水　

℡
（
62
）
０
６
８
５

　

川
内
労
働
基
準
監
督
署　

℡
０ 

　

９
９
６
（
22
）
３
２
２
５

９
月
は

船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間

　

国
土
交
通
省
で
は
、
昭
和
32
年

以
来
毎
年
９
月
に
「
船
員
労
働
安

全
衛
生
月
間
」
を
実
施
し
、
全
国

的
に
船
員
の
災
害
防
止
と
安
全
衛

生
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、〝
小
さ
な
指
摘
で
大

き
な
成
果
、
明
日
の
未
来
の
安
全

航
行
〟
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
本
月
間

中
、
九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支

局
等
が
船
員
の
労
働
安
全
・
衛
生

指
導
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
船
員

法
指
定
病
院
の
協
力
を
得
て
、
船

員
の
無
料
健
康
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

・
開
設
病
院
＝
門
松
医
院
（
阿
久

　

根
市
）　

℡
（
64
）
６
１
０
０

　

第
二
有
川
医
院
（
い
ち
き
串
木

　

野
市
）　

℡
０
９
９
３
（
７
０

　

２
）
２
２
２
６

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
九
州
運
輸
局

　

鹿
児
島
運
輸
支
局　

℡
０
９
９

　
（
２
２
２
）
５
６
６
０

障
害
者
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練

　

鹿
児
島
県
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
障
害
を
お
持
ち
の
か

た
が
た
に
対
し
て
、
そ
の
適
性
に

応
じ
た
職
種
に
つ
い
て
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
知
識
・
技

術
を
習
得
し
て
も
ら
い
、
職
業
人

と
し
て
の
自
立
を
支
援
す
る
た

め
、
各
種
の
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
訓
練
科
名
、
定
員

・
情
報
電
子
科　

10
人

・
デ
ザ
イ
ン
製
版
科　

20
人

・
建
築
設
計
科　

20
人

・
義
肢
福
祉
用
具
科　

10
人

・
Ｏ
Ａ
事
務
科　

20
人

・
ア
パ
レ
ル
科　

10
人

・
造
形
実
務
科　

10
人

○
受
付
期
間
＝
10
月
１
日
～
31
日

○
特
典
＝
入
校
検
定
、
入
校
、
授

業
料
無
料
。
訓
練
手
当
支
給
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
県
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校　

℡
０
９

９
６
（
44
）
２
２
０
６

長
島
町
女
性
模
擬
議
会

参
加
者
募
集

　

町
で
は
、
女
性
の
視
点
で

福
祉
や
環
境
な
ど
町
政
全
般

に
対
し
て
、
幅
広
い
意
見
や

提
案
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

女
性
の
声
を
町
政
に
反
映
す

る
た
め
に
「
長
島
町
女
性
模

擬
議
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

・
応
募
資
格
＝
町
内
に
在
住
で

　

20
歳
以
上
の
女
性
（
４
月

　

１
日
現
在
）

・
費
用
弁
償
等
＝
交
通
費
等
を

　

支
給
し
ま
す
。

・
応
募
方
法
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く

　

だ
さ
い
。

・
応
募
締
切
＝
９
月
30
日
（
火
）

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
役

　

場
企
画
財
政
課
企
画
調
整

　

係　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
86
）
０
９
５
０

　

Ｅ
メ
ー
ルkizai@

tow
n.na

　

gashim
a.lg.jp

「
法
の
日
」
無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
、
税
理
士
会
で
は
、
10

月
１
日
の
法
の
日
に
ち
な
み
、

合
同
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
の
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

・
日
時
＝
10
月
５
日
（
日
）

・
場
所
＝
長
島
町
開
発
総
合
セ

　

ン
タ
ー
２
階
会
議
室

・
予
約
＝
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
児
島
司
法

　

書
士
事
務
所　

℡
（
72
）
５

　

０
４
０

　関東ながしま会
　　　　　第２回総会を開催
　関東ながしま会は、第２回総会を

開催します。

　この会は、関東地区在住の長島町

に縁のあるかたがたの会です。当日

は、長島町からも来賓を招いて、島

美人を飲みながら故郷の話で盛り上

がりましょう。

・期日＝ 11 月 22 日（土）

・時間＝午後１時～午後４時

・場所＝虎ノ門パストラル

　港区虎ノ門４‐１‐１

　これまでに案内状が届いていない

かたはご連絡ください。

◎ 問 い 合 わ せ 先 ＝ 関 東 な が し ま 会

（平崎）℡０９０（３４０９）７６４９

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

今
年
も
「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
」
が
全
国
の
宝
く
じ
売
り

場
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
い
街
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。

・
発
売
期
間
＝
９
月
29
日
（
月
）

　

～
10
月
17
日
（
金
）

　

売
り
切
れ
し
だ
い
販
売
終
了

・
抽
選
日
＝
10
月
22
日
（
水
）

　

○
当
選
金

　

１
等　

１
億
５
０
０
０
万
円

　

前
後
賞　

各
２
５
０
０
万
円

　

２
等　

１
０
０
０
万
円

　

３
等　

１
０
０
万
円
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立鷹巣図書館 / 電話 0996(86)1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

町立指江図書館 / 電話 0996(88)6500

Tax News税だより

新
藷
を
探
り
掘
り
し
て
盆
用
意　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

野
良
着
み
な
背

そ
び
ら
の
褪あ

せ
て
竹
の
春　
　
　
　

迫
口　

君
代

茎
を
摘
む
グ
ラ
マ
ン
の
縫
ふ
藷
畑　
　
　
　

筑
前　

初
市

病
み
耐
え
て
合
わ
す
手
熱
し
流
れ
星　
　
　

大
堂　

早
苗

の
こ
る
齢
過
ぎ
た
る
齢
や
合
歓
の
花　
　
　

山
嵜
加
代
子

青
々
と
海
原
の
涯は
て

薄
墨
に
描
か
れ
て
ゐ
る
甑
島
見
ゆ

岩
下　

房
代

六
十
年
遺
骨
と
拝
み
し
小
袋
の
石
の
御み

た
ま霊

は
戦
死
の
義
父

ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

仄ほ
の

暗
き
杉
間
に
見
ゆ
る
川
明
か
り
飯い

い
つ
ぶ粒
浮
か
べ
小
魚
を
待

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

腰
痛
に
悩
み
て
座
せ
る
傍

か
た
わ

ら
に
蜩

ひ
ぐ
ら
し

鈴
虫
一
斉
に
鳴
く

中
山
タ
マ
エ

潮
騒
の
音
に
目
覚
め
て
窓
越
し
に
見
る
月
白
く
虫
の
音
満

つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

デ
ス
マ
ス
ク
妖あ

や

し
き
ま
で
に
美
し
く
姪
は
光
年
の
彼
方
へ

急
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

百
年
余
耐
へ
来
し
実
家
を
毀こ

わ

す
日
ぞ
掴つ

か

む
ク
レ
ー
ン
車
に

涙
こ
ぼ
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

海
凪な

ぎ

て
離
島
の
岸
の
桂
島
校
舎
際
立
つ
昼
日
及
び
て

本
田　

幸
子

故
郷
の
墓
に
参
り
て
真
向
ひ
の
矢
岳
の
山
は
気
高
く
聳そ

び

ゆ

町
田
キ
ク
エ

迎
火
の
煙
黒
々
夕
闇
に
線
香
の
匂
ひ
深
く
た
だ
よ
ふ

松
元　

睦
子

町
長
動
静　

８
月

１
日　

出
水
地
区
開
発
促
進
協
議
会
要
望
（
薩
摩
川
内
市
）

４
‐
６
日　

市
町
村
長
離
島
行
政
視
察
、
県
離
島
振
興
協
議
会

（
香
川
県
）

７
日　

長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
（
太
陽
の
里
）

　
　
　

長
島
高
校
跡
地
問
題
陳
情
（
鹿
児
島
市
）

８
日　

Ｊ
Ａ
指
定
金
融
機
関
市
町
村
セ
ミ
ナ
ー
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

市
町
村
長
防
災
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

市
町
村
政
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

11
日　

カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
（
蔵
之
元
）

18
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

19
日　

景
観
協
定
団
体
認
定
証
授
与
式
（
長
島
町
役
場
）

20
日　

豊
漁
祈
願
祭
等
祭
事
（
薄
井
）

　
　
　

天
草
・
出
水
県
際
交
流
促
進
協
議
会
総
会
（
天
草
市
）

21
日　

九
州
地
方
管
内
港
湾
所
在
市
町
村
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

日
本
港
湾
協
会
九
州
支
部
連
合
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

22
日　

平
成
20
年
度
離
島
行
政
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

23
日　

長
島
町
商
工
会
夏
祭
り
チ
ビ
ッ
子
広
場

（
長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
）

　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桃
源
郷
夏
祭
り

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桃
源
郷
）

26
日　

畑
作
土
壌
改
良
及
び
ば
れ
い
し
ょ
生
産
安
定
研
修
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員
研
修
特
別
講
演
（
出
水
市
）

28
日　

県
消
防
操
法
大
会
（
日
置
市
）

29
日　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
（
福
岡
県
）

　
　
　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
要
望
（
福
岡
県
）

30
日　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
園
夏
祭
り
納
涼
大
会

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
園
）

子
を
ひ
と
り
伴
い
嫁
ぎ
て
来
し
人
の
小
さ
き
宴
の
料
理
を

作
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

耳
遠
く
な
り
て
真
夏
の
昼
の
居
間
と
り
残
さ
れ
た
よ
う
な

り
父
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

畑
打
つ
手
を
鍬
に
置
き
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
見
送
り
て
の
ち
ま

た
鍬
に
ぎ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

盆
信

売
れ
残
り
持
ち
帰
り
た
る
苦
瓜
が
晩
の
お
か
ず
の
一
品
と

な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

身
の
う
ち
の
熱
く
な
る
よ
な
好
い
試
合
見
せ
て
呉
れ
た
り

日
本
の
ソ
フ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

だ
ら
し
な
く
ズ
ボ
ン
は
き
た
る
若
者
は
遠
く
貧
し
き
昔
を

知
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

俳
句

塀
越
し
の
四
方
山
話
紅
芙
蓉　
　
　
　
　
　

川
添　

行
秋

朽く

ち
果は

て
て
今い

ま

朝
顔
の
住
い
お
り　
　
　
　

笹
元　

政
美

短
歌

朝
起
き
て
牛
小
屋
立
ち
て
飼え

さ

を
や
り
ご
く
ご
く
食
る
気
持

良
い
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

野
ぎ
く
咲
く
山
路
の
袖
に
お
く
露
を
は
ら
ふ
も
よ
し
や
中

秋
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

九
十
の
齢

よ
わ
い

重
ね
た
母
の
声
い
つ
も
明
る
く
知
恵
給た

ま

わ
り
て

中
仮
屋
辰
子

ち
い
さ
な
あ
な
た
へ

ア
リ
ス
ン
・
マ
ギ
ー  

著

　

母
で
い
る
こ
と
の
幸
福
、
喜
び
、
不
安
、
痛

み
、
そ
し
て
子
ど
も
へ
の
思
い
、
母
で
あ
る
こ

と
の
す
べ
て
が
詰
ま
っ
た
絵
本
で
す
。
だ
れ
も

が
一
生
の
宝
物
に
し
た
く
な
る
よ
う
な
そ
ん
な

お
話
で
す
。

大
人
の
切
り
紙
の
ほ
ん

矢
口
加
奈
子  

著

　

切
り
紙
の
本
で
す
。
少
し
切
り
方
が
難
し
い

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
簡
単
な
も
の
も
十
分
か

わ
い
い
！
図
案
に
よ
っ
て
は
切
り
紙
だ
け
で
な

く
、
ア
ッ
プ
リ
ケ
な
ど
に
応
用
で
き
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
一
度
試
し
て
み
て
は
？

勝
敗
に
拘

こ
だ
わ
り
た
る
も
栴
檀
の
花
の
香
り
に
心
和
み
ぬ

吉
田　

映
子

窓
に
見
る
黒
雲
せ
は
し
く
壊
れ
た
り
残
照
著し

る

く
残
る
西
空

岩
下　

ち
江

出
水
駅

出水市
文化会館 法務局

ハロー
ワーク

出水
市役所

合庁

出水
税務署

仮庁舎
（移 転 先）

出水
警察署 NTT

　 出 水 税 務 署 は、 庁 舎 改 修 工 事 の た め NTT 出

水ビルへ移転して業務を行います。

　移転期間と移転先は次のとおりです。

○庁舎移転期間

　平成 20 年９月１日～

　　　　　　　　
平成 21 年１月 30 日

○庁舎移転先

　出水市昭和町 43 番 24 号　NTT 出水ビル内

◎問い合わせ先

　出水税務署　総務課

　　℡０９９６- ６２- ０２００

出水税務署は仮庁舎で業務を行います

　　　　固定資産税（３期）
９月は　国民健康保険税（３期）　の納付月です。
　　　　介護保険料（３期）
　　　　　　『納付期限は９月 30 日（月）』
　　　※口座振替の人は、９月 25 日（木）に口座引落をしますので、
　　　預金残高等の確認をお願いします。
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

１回大会から福ノ浦が３連覇
自治公民館対抗バレーボール大会

タルで集落をアピール
小浜川にカワニナ放流

場内は子どもが主役
商工会夏祭りチビッ子広場

　第３回自治公民館対抗バレーボール大会が８月 26
日から 30 日まで、長島町総合町民体育館で開かれ、
熱戦が展開されました。
　この大会には、町内の 26 自治公民館が出場し、予
選リーグと決勝トーナメントで優勝が競われました。
決勝戦は、序盤、赤崎がリードを広げますが、福ノ
浦の強烈なアタックやサーブで逆転する展開となり、
セットカウント２- ０で福ノ浦が３大会連続の優勝を
飾りました。大会の成績は次のとおりです。

《優勝》福ノ浦　《２位》赤崎　《３位》上揚・薄井

　８月 29 日、川内集落の子どもたちが小浜
川にカワニナを放流しました。
　小浜川の同集落流域は、例年５月から６月
にかけて無数のホタルが幻想的な世界を演出
してくれます。同日は、地区民が集まり、川
祭りを執り行った後、小学生５人がホタルの
えさとなるカワニナ約６㌔を、下流から上流
へと上りながら、水辺へ放流しました。放流
されたカワニナは、前日までに子ども育成会
員が、上流で採取しました。
　平尾小６年の大川晴也君は「放流は楽し
かった。ホタルが増えてほしい」と期待を膨
らませていました。
　同集落は、ホタルで集落をアピールしよう
と、毎年この取り組みを続けていく予定です。

　長島町商工会（古田義富会長）が主催する夏まつり
チビッ子広場が８月 23 日、長島町総合町民体育館で
ありました。
　例年、同体育館の駐車場で開かれているこの催しで
すが、時折振り出す雨の影響で、今年は体育館内での
開催となりました。会場には金魚すくいや輪投げ、水
ヨーヨー釣りなどのゲーム店と、かき氷、やきそばな
どの屋台が立ち並び、ステージではダンスショーや赤
巻きの早食い、ラムネの早飲み競争などで盛り上がり
ました。

８９号が明るくきれいに
建友会が道路清掃ボランティア

く結ばれた親子愛
漁船でツバメの雛誕生

体を心行くまで満喫
城川内で星空観察会

　８月 10 日の「道の日」にちなみ、長島町建友会は
８月８日、国道 389 号をボランティア清掃しました。
　同日は、にわか雨が降るなかでの作業でしたが、朝
から歩いて沿道に落ちているごみを拾い、午後からは
道路に覆いかぶさった雑木を、高所作業車やチェーン
ソーなどを使って撤去しました。

　８月 11 日に開催されたカヌー長島海峡横断大会に、
補助船として参加した茅屋の濱元鉄美さん所有の鉄丸
に、ツバメが巣をつくり、雛

ひな

４羽が誕生していました。
　濱元さんによると、雛たちは仕事で出港していると
きは、えさを求め、大きな口をあけて鳴き続けている
そうですが、帰港すると必ず親鳥が陸からえさを運ん
できてくれるそうです。茅屋漁港の漁船にはこのよに
ツバメが巣をつくることが多いそうです。

　城小っ子育成支援隊（川上勇隊長）は８月
21 日、城川内小学校で「星空観察会」を開
きました。
　この企画は、好評だった昨年に続いて２回
目の開催で、100 人を超える子どもたちや保
護者らが参加しました。はじめに参加者たち
は、暗くなるまでの時間を利用し、体育館で
本年 11 月に行われる長島検定の勉強会を実
施。長島の人口や一番高い山、黒之瀬戸大橋
の長さなどをクイズ方式で学びました。
　夜空に無数の星が輝きだしたころ、参加者
はグラウンドへ繰り出し、薩摩川内市の少年
自然の家の職員の協力を得て、天体望遠鏡を
覗き込んで観察を楽しみました。
　昨年は、大きな雲が天体を隠してしまう場
面がありましたが、今回は快晴に恵まれ、参
加者は美しい月や星を心行くまで満喫しまし
た。

第

広

ホ
強

天

３

↑ホタルの繁殖を願い、カワニナを放流する子どもたち

↓一進一退の攻防を繰り広げる赤崎と藤之元

↑射的を楽しむ子どもたち

↑天体望遠鏡を覗き込
み、観察を楽しむ子ど
もたち

←長島検定の問題を楽
しそうに学ぶ参加者

↓道路に覆いかぶさった雑木を撤去する会員

↑大きな口をあけてえさを求めるツバメの雛たち
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

活習慣を見直そう生 メタボらない教室

しく楽しい真夏の夜
小浜スポーツクラブ肝試し

外青年協力隊として活動したい海 青少年海外協力隊派遣事業発表会

　小浜スポーツクラブ（町口博一会長＝ 20
人）は８月３日、小浜子ども育成会の親子キャ
ンプにあわせて肝試し大会を実施しました。
　同クラブは、水田を使った泥んこバレーな
どを催していましたが、子どもたちとのふれ
あいと交流を深めるため、新しい試みとして
この大会を企画。子どもたちの夏休みの思い
出作りに一役買いました。
　当日は、会員が河童をはじめとするおなじ
みの妖怪やお化けにふん装し、各所に隠れま
した。夕方、子どもたちにホラービデオを鑑
賞してもらった後、提灯などをつるしたコー
スを約 10 分ほどかけて回りました。コース
内では、叫び声や笑い声が響き、子どもたち
は真夏の暑い夜に、涼しく楽しい時間を過ご
したようです。
　会員たちは「来年はさらにグレードアップ
させて、子どもたちを楽しませたい」と話し
ていました。

　県青少年国際協力体験事業で７月 20 日から１週間、
ラオス共和国を訪れた川床中３年の中薗賢志君が、川
床コミュニティセンターで８月 30 日、国際協力の体
験発表をしました。
　同センターでキャンプを張っていた青年海外協力隊
鹿児島県 OB 会々員や、地元の子どもたちが見守るな
か、中薗君はホームステイの体験談やラオスの地理、
文化などを紹介しました。
　熱心に発表を続ける中薗君は最後に、「水産関係の
技術を身に付け、協力隊として活動したい」と将来の
夢を語りました。

↑ビデオ鑑賞でお化けが出そうな雰囲気を演出↓身体の改善を目指し、運動に取り組む参加者

↑ラオス共和国での体験談を語る中薗君

涼

欲的に地域で活動したい意 あかね園で長中吹奏楽部が演奏

力することの大切さ学ぶ協 ふるさと学び舎 in 指江

↑海に出て、地元の自
然を満喫

←地元のお店で、夕食
のメニューにあわせた
食材を買出し

　８月 30 日、特別養護老人ホームあかね園の夏祭り
納涼大会に、長島中学校の吹奏楽部が出演しました。
　祭りでは、部員 19 人が「川の流れのように」など
２曲の演奏を披露し、入所者たちからたくさんの拍手
や笑顔が送られました。
　同部顧問の鈴木宗親教諭は「コンクールとは違った
伸びやかな演奏ができた。今後も意欲的に地域で活動
していきたい」と話していました。

　8 月 27 日、28 日の 2 日間、長島町文化ホ
ールを中心に「わくわくドキドキふるさと学
び舎 in 指江」がありました。
　このイベントには、鷹巣小・城川内小・平
尾小・蔵之元小・平尾中の各学校から 27 人
の子どもたちが参加しました。1 日目はカヌ
ー体験や水中運動会、各班でメニュー決め、
徒歩で店に買出し、夕食づくりを行い、2 日
目は朝食づくり、歴史民俗資料館・小浜古墳
群の見学、風車の学習をしました。
　参加した子どもたちは「たくさんの友達が
できて、夏休み最後の良い思い出になりまし
た。来年も参加したいです」と感想を述べ、
地元の自然を満喫し、各班の活動で協力する
ことの大切さを実感した様子でした。

↓入所者を楽しませた演奏会

　町では、今年度から特定健診の結果に基づき、該当
者に特定保健指導を実施しています。その人たちを対
象に８月 26 日、「メタボらない教室（食事編・運動編）」
を開催し、19 人が参加しました。
　教室では、自分の食事のバランスについて考えたり、
自宅でできるストレッチや筋力トレーニング、ウォー
キングなどについて学んだりしました。この教室は毎
月実施していく予定です。
　健診後に目標を立て、１カ月後には１㌔以上減量し
ている人もいて、自分自身のために頑張っています。

「健康は欠かせないものです。町民の皆さんも、まず
は自分の身体について関心を持ち、生活習慣を見直し
てみましょう」この教室に興味のある人は役場保健衛
生課へご連絡ください。
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Nice Sm
ile

（　）内は前月比

人　口　  11,920(   +1)
男　性　　5,742(   +3)
女　性　　6,178(    -2)
世　帯　　4,398(+14)

平成 20 年 8 月 31 日現在

インタビュー

 わが
ま

ち

の景観
づ

く

り

Ｑ
島
民
の
苦
労
を
感
じ
る
と
き
は
？

Ａ
巡
回
バ
ス
は
、
週
３
回
運
行
し
て

い
ま
す
。
利
用
し
て
い
る
人
は
、
自

分
で
車
に
乗
れ
な
い
高
齢
者
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
バ
ス
と
船
の
時
間
に
合

わ
せ
て
、
島
外
の
病
院
な
ど
を
予
約

さ
れ
て
い
ま
す
。
外
出
す
る
と
き

は
、
い
つ
も
船
の
時
間
を
気
に
し
て

い
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
は
、
週
１
回
、
３

組
で
運
営
し
て
い
ま
す
。「
近
所
の

人
と
し
か
話
す
機
会
が
な
か
っ
た
」

「
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
だ
け
だ
っ

た
」
と
い
う
人
が
、
み
ん
な
で
活
動

す
る
こ
と
で
「
一
年
分
笑
っ
た
」
と

喜
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
温
泉
な
ど

長
島
本
島
へ
渡
る
と
き
は
、
バ
ス
を

乗
り
換
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

足
が
痛
い
人
な
ど
は
大
変
で
す
。

高齢者は負担が大きい

  巡回バス
  ディサービスバスの運転手

岩下  時則さん（48）

菜
の
花
畑
の
土
地
提
供
者
募
集

　

今
年
の
春
、
県
道
沿
い
に
黄
色

い
ジ
ュ
ー
タ
ン
を
敷
き
詰
め
た
よ

う
な
菜
の
花
畑
が
通
行
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
来
年

も
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た

菜
の
花
畑
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
道
、
県
道
沿
い
の
田

畑
に
菜
の
花
を
植
栽
し
て
い
た
だ

け
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。
菜
の

花
は
見
る
だ
け
で
な
く
、
大
変
良

い
緑
肥
に
な
り
ま
す
の
で
一
度
お

試
し
く
だ
さ
い
。

　

種
子
は
町
か
ら
提
供
し
ま
す
の

で
、
次
の
項
目
に
賛
同
い
た
だ
け

る
か
た
は
９
月
30
日
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
長
島
を
一
周
す
る
国
道
、
県
道

沿
い
、
ま
た
は
国
道
、
県
道
か
ら

見
え
る
場
所

○
種
蒔
き
の
前
に
一
度
耕
す

○
菜
の
花
が
咲
き
、
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
た
こ
ろ
に
打
ち
込
む 

◎
問
い
合
わ
せ
先

役
場
事
業
推
進
課
景
観
係　

℡
（
86
）
１
１
１
１

内
線
１
２
６
６

景
観
協
定
団
体
新
た
に
６
団
体

　

８
月
19
日
、
長
島
町
ふ
る
さ
と

景
観
協
定
団
体
に
、
６
団
体
を
新

た
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

協
定
団
体
は
、
主
に
国
道
、
県

道
沿
い
に
花
壇
な
ど
を
造
成
・
管

理
し
、
花
に
よ
る
景
観
づ
く
り
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

８
号　

加
世
堂
な
で
し
こ
会　
　

会
長　

古
田
義
富

９
号　

川
床
四
公
民
館
連
絡
協
議
会

会
長　

中
納
武
德

10
号　
（
株
）
岩
下
建
設

代
表　

岩
下
喜
一

11
号　
（
有
）
田
渕
組

代
表　

田
渕
道
法

12
号　
（
有
）
﨑
口
建
設

代
表　

﨑
口
順
一

13
号　
（
有
）
宮
脇
設
備

代
表　

宮
脇
德
樹

■訂正とお詫び
　広報ながしま８月号の７
ページ、水泳記録会の５年
男子 25 ｍ自由形の氏名を
菊池海斗君と掲載していま
したが、菊地海斗君の誤り
でした。訂正して、深くお
詫び申し上げます。

菜の花畑を広げよう

■
編
集
後
記

▽
や
っ
と
の
思
い
で
た
ど
り
着
い

た
編
集
後
記
。
毎
月
の
記
事
の
数

で
ス
ペ
ー
ス
が
広
か
っ
た
り
、
狭

か
っ
た
り
。
悲
し
い
や
ら
、
う
れ

し
い
や
ら
。
ネ
タ
次
第
？（
濱
口
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
お

盆
の
こ
ろ
、坂
之
下
智
由
さ
ん（
山

門
野
中
）
が
経
営
す
る
パ
ン
工
場

（
火
ノ
浦
）
の
玄
関
で
、
プ
ル
メ

リ
ア
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

プ
ル
メ
リ
ア
は
、
熱
帯
ア
メ
リ

カ
原
産
で
、
高
さ
は
３
～
８
㍍
に

な
り
ま
す
。
花
は
香
り
が
高
く
、

ハ
ワ
イ
な
ど
で
は
レ
イ
（
首
に
か

け
る
花
輪
）
に
使
わ
れ
ま
す
。
熱

帯
地
域
で
は
街
路
樹
な
ど
に
使
わ

れ
る
よ
う
で
す
が
、
日
本
で
は
冬

を
の
り
き
る
こ
と
が
難
し
く
、
温

室
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

坂
之
下
さ
ん
は
、
一
昨
年
、
娘

さ
ん
か
ら
ハ
ワ
イ
の
お
土
産
と
し

て
プ
ル
メ
リ
ア
を
譲
り
受
け
、
た

く
さ
ん
挿
し
木
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
３
鉢
分
が
生
き
残
り
、
昨
年

か
ら
１
鉢
が
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。
花
は
昨
年
よ
り
大
き
く
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

温
室
を
使
わ
ず
栽
培
に
成
功
し

た
坂
之
下
さ
ん
は
「
日
本
で
は
北

限
の
開
花
で
は
な
い
か
。
ま
だ
咲

い
た
こ
と
の
な
い
２
鉢
の
花
が

が
、
ど
ん
な
色
を
つ
け
る
の
か
楽

し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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日 月 火 水 木 金 土

２００８

お知らせカレンダー
広報ながしま10月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

  ９/２８ ３ ４

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１   11/１

  ９/２９   ９/３０ １ ２
◎三種混合
◎胃がん検診
■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島 )
●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎母子相談
（保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）
●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

○長島クリニック88-6405
○宮薗歯科医院 73-3222

□うらくぼ薬局 82-2539

□神川薬局支店 72-0102

□しおかぜ薬局 88-6011

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
（保健福祉センター）

（長生園）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
○久木田歯科医院 73-0470

□かしま薬局 63-3970

□エンジェル薬局 65-7637

□上野薬局 72-1016

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

　　　　　体育の日

○鷹巣診療所 86-0054
○はしぐち歯科クリニック 62-8241

□さくら薬局 63-7700

□しもずる薬局 64-2211

□神川薬局支店 72-0102

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島 )

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 3 歳児歯科検診
◎ 3.6 歳児健診

（保健センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）
●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

○長島クリニック88-6405
○石沢歯科医院 84-4411

□ D・ML五万石薬局 63-8800

□こがね薬局 64-1132

□あかせがわ調剤薬局 72-5959

□脇本調剤薬局 75-2215

□しおかぜ薬局 88-6011

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

◎胃がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野病院 82-3113

◎ 1.6 歳児健診
◎ 2・2.6 歳児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）
◎ポリオ（保健センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

○平尾診療所 88-2595
○おてき歯科医院 63-0393

□あすか薬局 63-7322

□緑調剤薬局阿久根店 72-3388

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●楠元内科医院 62-8600

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ポリオ
（保健センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

● 10月 13日は体育の日です。
　体育の日は「スポーツにしたしみ、健康な心身をつちかう」ことを趣旨としています。1964 年東京オリンピックの開会式のあった 10 月 10 日を、1966 年（昭
和 41 年）から国民の祝日としました。2000 年（平成 12 年）からは「ハッピーマンデー制度」の適用により、10 月の第 2月曜日となっています。

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。
祝日には、国旗を掲げましょう！

◎胃がん検診
◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017


